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機能ήϊϜҩֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/ishida/
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研究内容
　1990೥୅ͷॳ಄ɺژ大ҩֶ෦ҩԽֶ教 （ࣨ本ॸ佑教त）ͷ石田Β͸ɺϦϯύٿʹ
ΑΔʮࣗݾʵඇࣗࣝݾ別ߏػʯʹਂؔ͘༩͢ΔҨ఻子ͷ୯཭Λ໨͠ࢦɺ二ͭͷҟͳΔ
Ξϙτʔγε༠ಋܥΛ૊Έ合Θͤͨ D%/" αϒτϥΫγϣϯ実ݧΛ実行͠·ͨ͠ɻͦ
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1992）ɻ1%�1ʹؔ͢Δ͜ͷڀݚ͸ɺ͕Μͷ৽͍͠໔Ӹྍ๏ͷ։ൃ΁ͱൃల͠ɺ
2018೥12݄ɺ本ॸ佑教तʹ͸ϊʔϕϧҩֶੜཧֶ৆͕त༩͞Ε·ͨ͠ɻ
　ώτ੒ਓ͸ɺ໿10ஹݸҎ্ͷ༗֩ࡉ๔͔Β੒Γཱͭͱਪఆ͞Ε͍ͯ· ɻ͢加ྸͱͱ
΋ʹɺͦΕͧΕͷ正ৗମࡉ๔͕ɺΞϛϊࢎஔ׵Λ൐͏Ҩ఻子มҟΛɺ΄Μͷ਺ͣݸ
ͭ஝ੵ͢ΔͱԾఆͨ͠場合Ͱ΋ɺ੒ਓͷମ全ମͰ͸ɺ出ੜ࣌ʹ͸ଘ͠ࡏͳ͔ͬ ʮͨม
ҟλϯύΫ࣭ʯ͕ɺ΄ͱΜͲແ਺ʹ࢈ੜ͞ΕΔࢉܭʹͳΓ· ɻ͢ΘΕΘΕͷ໔Ӹܥ͸ɺ
ͦΕΒͷʮҟ෺ʯʹରͯ͠ ɺ一ମͲͷΑ͏ʹԠ౴ͯ͠ ͍ΔͷͰ͠ΐ͏͔ʁ
Δ͢֐ମͰ્߅ೳΛػͷ1%�1෼子ͷ্ٿΒ͸ɺ5Ϧϯύ͔ڀݚͷ͕Μ治ྍͷۙ࠷　
ͱɺ͕ Μࡉ๔中ͷήϊϜมҟʹ起Ҽ͢ΔʮnFoBnUigFnTʯʹ ର͢Δ໔ӸԠ౴͕༗ҙʹճ෮͢Δ͜ͱ͕෼Γ·ͨ͠ɻ͜ ͷ͜ͱ͸ɺཪΛฦͤ͹ɺ
͕Μऀױͷମ಺Ͱ͸ɺ1%�1ʹΑͬͯήϊϜมҟ由དྷݪ߅΁ͷ໔ӸԠ౴͕͘ڧ཈੍͞Ε͍ͯΔ͜ͱΛҙຯ͠· （͢*TIiEB
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 2020）ɻ
๔ʹରͯ͠΋ద༻͞Ε͍ͯΔ（ͭ·ΓɺΘΕΘΕͷମ಺Ͱࡉ正ৗମ（๔͚ͩͰͳ͘ࡉΜ͕）ೳ͸ػͰ͸ɺ1%�1ͷ͜ͷࣨڀݚͷͪͨࢲ　
1%�1͸ɺ加ྸͱͱ΋ʹ正ৗମࡉ๔͕࢈ੜ͢ΔήϊϜมҟ由དྷλϯύΫ࣭΁ͷ໔ӸԠ౴Λ཈੍͍ͯ͠Δ）ɺͱ͍͏ԾઆΛཱ ɺ༷ͯʑͳख
๏Λ͢࢖ۦΔ͜ͱʹΑΓɺͦͷଥ౰ੑΛ͍ͯ͠ূݕ· ɻ͢正ৗମࡉ๔中ͷήϊϜมҟʹର͢Δ֫ಘ໔ӸԠ౴ͷ໰୊ʹ真正໘͔ΒऔΓ૊
Μͩڀݚ͸͜Ε·Ͱʹଘͤࡏ ɺͣͪͨࢲͷ͜ͷऔΓ૊Έ͸ɺ໔ӸֶͱҨ఻ֶͷؒΛՍ橋͢Δ৽෼野Λ੾Γ拓 ͱ͑͘ߟΒΕ· ɻ͢

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　「൓ࣹਆ経」や「ॠ発力」ではなく、ͻとつの問題をԿ೥にもΘたって͑ߟଓけることができる「持ٱ力」と「ू中力」が最も大੾です。
　研究室の指導方針
　Կかを੍ڧ的にさせることはしません。研究にڵ味を持った学生は、とことんサポートします。しかし、サϘりたい学生は、どこまで
もݶࡍなくサϘることができます。みなさんはطに大ਓですから、自分のことには自分で੹೚を持ち、自らの進࿏は主体的にબ୒しましΐ
う。

この研究で身につく能力
　໔Ӹ学、Ҩ఻学、それに分子生物学の基礎知識と実験ख法。がんの໔Ӹྍ法と1D-�の生理機能に関する最新情報。「Կが一൪大
੾かʁ」を見分ける能力。

修了生の活躍の場
　これは多種多様です。一ఆの޲܏はありません。しかし、ಛに༏लな学生は、Ξカデミック分野のポジションや製ༀܥ企業の研究職
へڧ力にプッシϡします。

ʮ͕Μの໔Ӹྍ๏ʯ΍ʮ໔Ӹֶతなࣗݾ�ඇࣗࣝݾผの໰୊ʯにڵຯ͕͋るओ体తなएऀをܴ׻します。
たͩҜࢠにͬ࠲て͍て΋ɺ͍ ͣΕԿ͔ڭえて΋ΒえるͩΖ͏ɺと͍͏よ͏なडಈతなֶੜ͸ܴ׻しまͤΜ。

（写真左から）
准教授：ੴా　༃雅 ishidaZ@bs.naist.jp
ॿ教：金Ҫ　ݡ一 kanai@bs.naist.jp
ॿ教：Ԭ　ઍॹ Doka@bs.naist.jp
ॿ教：দా　Ӭর ematsVda@bs.naist.jp




